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初
λ

ヲ
抜
け
た
る
は
大
に
賞
識
に
位
す
る
者
之
一
誠
ふ
可
し
。
我
闘
の
財
政
は
維
新
以
来
川
市
に
倒
維
を
極
め
其
順
調
の
時
¥

要
す
る
に
此
の
詳
書
出
で
〉
我
が
邦
経
隣
蛍
日
中
に
総
務
政
期
と
し
℃
見
る
可
ち
は
唯
僅
か
に
明
治
十
九
年
頃
よ

b
H

策
事
の
一
舎
を
加
へ
以
て
絞
傍
上
の
賞
際
問
題
に
闘
し
℃
清
戦
争
以
前
迄
の
み
な
ム
リ
I
C・
す
故
に
財
政
問
題
は
常
民
総

統
一
せ
る
感
設
を
知
る
と
と
を
符
る
は
資
に
蹴
中
間
冴
の
庭
事
世
家
の
念
践
を
縦
れ
ず
之
織
も
之
を
事
理
的
に
研
究
‘
し
以

に
し
て
我
邦
の
経
済
感
は
少
な
く
と
も
此
勅
に
於
て
は
確
℃
縮
政
の
方
針
を
間
明
す
ぺ
念
財
政
事
の
著
者
に
お

hb℃

か
に
英
米
仰
の
獄
事
に
比
し
℃
一
日
の
長
た
る
ぺ
き
も
の
は
甚
だ
少
な
b
d
は
五
口
人
の
.
大
代
理
解
代
背
む
所
な

b
而
し

な

与

。

(

足

野

勉

一

二

)

℃

成

は

租

税

論

込

山

侠

諭

の

如

h
c
鼠
・
行
本
な
b
d
に
わ
ら
ず
と

F
』

b
f

悼
雌
も
英
一
貫
せ
る
財
政
事
の
著
書
代
交
よ
リ
℃
は
或
は
明
治

財

割

問

守

〉

廿

何

年

頃

に

出

版

せ

る

時

勢

後

れ

の

も

の

か

或

は

…

一

一

四

百

活

[

詰

4

」
福
地
頁
を
以
て
財
政
事
の
初
歩
を
説
明
せ
る
極
め
七
幼
雑
な
る

の
Z

B
一

三

も

の

が

又

は

エ

品

ぺ

Y

ヒ
の
財
政
壊
と
品

Y

ス
タ
!
の
総

制
御
滋
の
如
予
干
渉
凶
に
於
℃
は
岡
家
は
常
に
閥
民
経
務
上
務
僻
進
国
1
乙
を
組
令
は
せ
℃
作
製
せ
る
も
の
等
の
み
代
し
℃

の
干
渉
に
勉
h
u
る
が
故
に
防
℃
総
務
政
策
の
研
究
を
促
し
共
和
見
る
に
足
る
べ

3
も
の
は
小
林
氏
比
般
財
政
感
あ
る

プ
f

氏
(
尤
も
プ
ィ
プ
は
縦
約
生
れ
に
し
℃
換
太
利
人
な
れ
の
み
な
ら
ん
然
る
に
今
堀
江
氏
の
研
究
の
給
巣
を
総
合
せ

E
も
爾
同
共
に
制
御
滋
訟
を
使
用
し
叉
些
向
上
に
於
℃
は
金
る
財
政
事
の
著
述
に
接
す
る
乙
と
を
得
た
る
は
宵
i

氏物

然
特
色
を
同
λ
し
一
凶
1
乙
見
倣
す
べ
き
者
な
ら
)
の
著
述
術
界
の
み
な
ら
ず
又
財
界
の
慶
事
な

bIι
一
五
ふ
ぺ
し
ο

の
如

3
良
書
の
出
づ
る
は
自
然
の
勢
に
し
℃
財
政
難
を
叫
此
書
は
制
御
滋
読
の
分
類
誌
に
よ
b
A
Z
編
を
分
か
ち
℃
。

び
つ
〉
わ
る
我
闘
に
於
て
堀
江
氏
財
政
組
?
の
如
九
」
ι
好

著

の

第

一

編

総

論

井

氏

経

費

論

出
づ
る
も
亦
偶
然
代
わ
ら
ず
?
乙
一
お
よ
ぺ
き
が
。
第
二
編
凶
家
収
入
論

，
 

z
 

• 

、

巴‘司
a

、-
，
1
h

a

、

z
i
i
 

p
p
oぽ
ロ
け

の
け
い
H
阿
部

∞M5MLFma 
諸
夏

教
授
著
千

第
一
一
一
論
牧
支
述
人
口
論

策
問
編
成
計
珠
算
持
に
財
務
行
政
論

ー
乙
な
し
以
℃
よ
く
財
政
事
に
開
削
す
る
知
識
を
抱
一
時
せ

h

出
家
財
政
事
の
著
書
は
猫
滋
訟
に
多
く
英
語
に
て
は
眼
。
バ

ス
タ
プ

Y

ア
ダ
ム
ス
等
数
棟
ゐ
る
に
す
ぎ
止
れ
ば
斯
準
一

を
論
ず
る
愚
者
は
側
滋
流
に
偏
す
る
嫌
わ
る
に
拘
は
ら
ず
一

城
江
氏
は
又
英
吉
の
ぬ
a
m
山
小
を
怠
ら
、
ず
特
に
最
抵
の
訂
版
物
一
支
加
に
閲
す
る
英
文
の
著
述
の
夜
行
出
る
〉
も
の
昨
今
川
慨

は
之
を
帯
く
多
照
し
た
λ

ソ
し
か
ば
最
新
の
知
識
を
九
集
め
た
…
め
て
勝
し
と
離
も
見
る
に
足
る
可
ち
も
の
少
し
。
本
書
の
r

b
t評
す
る
も
亦
過
言
に
わ
、

b
y
る

べ

し

。

…

如

h
t
英
断
な
る
グ
ィ
タ
ト

1
9
ア
大
事
支
那
語
教
授
の
滋

叉
芝
日
昼
服
装
畿
大
率
一
致
授
r
ζ

じ
℃
準
迎
の
研
究
-K
従
…
作
に
係
れ
V'
」
元
来
欧
洲
人
に
向
℃
支
那
上
古
の
欣
態
。
ど
一
獄

事
す
ゑ
傍
ら
時
十
字
新
判
明
記
者
と
し
℃
常
に
ゆ
交
際
問
題
の
解
一
明
せ
ん
と
す
る
ど
以
℃
目
的
之
な
し
、
凶
有
名
前
の
ん
刈
き

将
を
怠
、
b
w
d
る
が
故
に
本
書
は
我
郊
の
財
政
事
情
な
論
ず
…
も
努
め
℃
之
が
記
入
を
避
け
わ
よ
り
泌
俗
の
書
物
と
し
て
は

る
と
之
甚
だ
趨
切
に
し
て
而
し
℃
特
代
我
邦
目
下
の
一
公
債
…
可
な
ら
ん
も
的
学
術
上
に
頁
献
す
と
一
千
九
一
が
如
き
の
貼
は
宅

事
情
に
闘
す
る
所
論
の
如

3
は
又
版
る
氷
山
訟
を
符
た
λ

リ
と
…
も
見
る
可
か
ら
ず
。
竹
番
組
年
を
俄
作
代
わ
ら
ず
と
な
し
、

一

対

ム

ペ

じ

。

…

日

本

の

帝

京

-

兵

の

太

伯

の

後

な

h，

i
乙
の
説

k
抑
制
℃
瀞
朋
せ

又
総
λ
y
に
臨
ん
で
特
筆
す
べ
訟
は
本
書
文
隣
の
明
瞭
な
る
る
が
知

3
、
そ
の
俗
書
た
る
の
川
四
位
d

ピ
高
む
る
も
の
な

b

に
あ

b
尤
も
著
者
の
文
章
に
堪
能
な
る
は
阪
に
定
評
わ
る
と
一
お
ふ
可
し
。
似
し
パ

1
ヵ
!
殺
授
1

乙
雌
も
同
の
共
和
以

腕
に
し
℃
此
好
文
章
と
前
掲
の
好
資
料
1
乙
よ

b
成
る
本
番
前
印
ち
義
郎
付
加
仙
一
冗
前
八
百
四
十
二
年
以
前
の
文
那
純
一
苅
は

の
依
俗
は
殻
に
又
多
言
す
る
の
要
な
か
ら
ん
c

(

星
野
勉
之
を
信
ず
る
勇
気
な
か
ウ
し
と
見
え
随
℃
本
書
一
代
於
て
は

一← ゐ

一'-.../ 

原
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来
一
間
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宮
町
ONe-

九
百
人
年
倫
敦
出
版
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来住

t~長

匹!

一
議
後
十
四
年
二
月
朔

十
五
年
八
月

ニ
十
年
十
月
朔

二
十
一
年
九
一
月
朔

十
一
月
朔
負
五
五
一
年
八
、
ニ

O
。

三
十
三
年
二
一
月
朔
負
五
四
九
年
二
五
。

二
十
四
年
七
月
朔
負
五
間
八
年
間
、
一
九
。

オ
ッ
ポ
ッ
ア
!
式
の
負
六

O
O年
1
ζ

ゐ
る
は
通
常
の
基
督
和

元
前
六

O
一
年
に
同

b
く
随
℃
表
秋
に
於
け
る
日
食
の
年

月
日
に
は
近
代
暦
挙
の
舵
歩
に
よ

b
て
そ
の
正
被
な
る
を

示
せ
る
な

9
0
似
し
オ
ッ
ポ

Y
ッ
ア
!
式
の
年
月
日
は
総
戚

気
象
奈
良
の
調
製
せ
る
も
の
に
係
b
バ

1
カ

1
数
授
が
議

後
二
十
一
年
九
月
の
食
を
省
主
℃
年
月
の
比
岐
を
求
め
た

る
よ
ら
之
に
謝
す
る
西
紀
宮
快
け
る
な

9
0
勝
一
帯
な

b
t乙

…
雌
ど
も
以
て
数
授
の
研
究
の
疎
漏
を
表
示
せ
ず
ん
ば
わ
ら

E

す

負
五
五
八
年
一
、
一
一
四

J

負
五
五
七
年
六
、
二
九
。

負
五
五
二
年
八
一
一
一
一
。

(
問
中
本
一
郎
)

出

現

皆

本
誌
創
立
一
一
際
uva

左
ノ
諸
氏
潜
り
頭
書
ノ
金
額
チ
賜
ハ

り
候
ニ
付
設
一
一
芳
名
ヂ
録
v

?
厚
タ
感
謝
ノ
一
怠
チ
表
uv

候
也

明
治
四
十
二
年
四
月

関
鶴
子
曾

明
一
臓
深
一
太
郎
殿

古
河
虎
之
助
殿

波
多
野
承
五
郎
殿

蜘
桃
山
仁
三
郎
殿

高

橋

義

雄

殿

虹~

E昌高調a

h闇曙由...  
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主
ら
お
砂
秋
戦
闘
時
代
の
欣
態
に
就
て
説
明
を
下
せ

b
。

彼
の
文
郊
の
典
結
晶
ピ
泊
料
持
み
に
信
ぜ
ん
と
す
る
m
m
謂
研
究

家
に
比
し
て
一
日
の
長
わ
る
は
云
ふ
迄
も
な
し
。
、

抑
も
支
那
の
純
化
・
に
就
て
は
彼
の
ジ
ヤ
ザ
ン
ヌ
一
致
授
の
研

究
に
よ
λ

ソ
℃
詩
の
小
雅
に
十
月
之
交
る
、
朔
日
半
卯
、
日

有
食
之
1

乙
わ
る
胸
王
六
年
の
日
食
は
一
曲
紀
前
七
百
七
十
六

年
八
月
二
十
九
日
に
常

b
燥
感
の
披
歩
之
相
合
す
E

と
の
事

貨
統
別
せ
ら
れ
て
よ
台
、
共
和
以
後
の
紀
年
は
正
機
動
か

す

Uvb診
る
も
の
I
乙
見
倣
浅
る
〉
に
歪
れ
ら
。
本
惑
に
も

お
初
秋
に
記
せ
る
日
食
の
う
ら
笠
後
八
年
の
時
抗
食
よ
hJ
一裁

決
二
十
凶
年
の
哲
郎
併
食
、
ま
で
に
起
れ
る
日
食
の
ん
年
月
を
オ

ッポ
Y

ツ
ア
!
の
肌
引
先
せ
る
日
食
の
年
月
日
之
封
照
し
あ

b
。
印
ち
左
の
如
し
。

森

秋

日
後

λ
年
七
月
三
十
日

十
年
四
月
丙
辰

十
七
年
六
月
努
卯

成
会
十
六
年
六
月
朔

十
七
年
十
二
月
朔

オ
ッ
ホ

Y
ッア

1
式

負
ム
ハ

0
0年
九
、
ニ

O
。

同
五
九
八
年
三
、
五
c

同
五
九
一
年
間
、
一
e
f
u
o

負
五
七
四
年
五
、
九
。

負
五
七
三
年
一

o、
二
二
。

一
・
金
武
百
国
也

一
金
武
百
岡
也

一
金
百
闘
也

一
金
百
同
也

一
金
参
拾
岡
也


